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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第151期

第３四半期連結
累計期間

第152期
第３四半期連結

累計期間
第151期

会計期間

自平成25年
 ４月１日
至平成25年
 12月31日

自平成26年
 ４月１日
至平成26年
 12月31日

自平成25年
 ４月１日
至平成26年
 ３月31日

売上高(百万円) 173,439 172,112 235,078

経常利益(百万円) 17,239 17,613 22,400

四半期(当期)純利益(百万円) 10,531 8,962 13,331

四半期包括利益又は包括利益(百万円) 15,790 15,177 15,729

純資産額(百万円) 155,604 167,257 154,821

総資産額(百万円) 331,130 325,473 325,328

１株当たり四半期(当期)純利益金額(円) 25.30 21.54 32.03

潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益

金額(円)
― ― ―

自己資本比率(％) 46.5 50.9 47.1
 

 

回次
第151期

第３四半期連結
会計期間

第152期
第３四半期連結

会計期間

会計期間

自平成25年
 10月１日
至平成25年
 12月31日

自平成26年
 10月１日
至平成26年
 12月31日

１株当たり四半期純利益金額(円) 11.45 11.57
 

(注) １ 当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してい

ない。

２ 売上高には、消費税等は含まない。

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していな

い。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な

変更はない。また、主要な関係会社における異動もない。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはない。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はない。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はない。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第３四半期(平成26年４～12月)におけるわが国経済は、政府の経済対策の効果を背景に緩やかな回復基調に

あったものの、個人消費等においては、消費税率引上げに伴う駆け込み需要の反動等により弱い動きも見られた。

セメント業界においては、人手不足や建築コスト高騰などによる全国的な工事の着工遅れに加え、民間住宅投資

の減少が続いていることから、官公需、民需ともに前年を下回り、セメント国内需要は、前年同期を3.5％下回る

34,895千トンとなった。一方、輸出は、前年同期を9.6％上回った。この結果、輸出分を含めた国内メーカーの総販

売数量は、前年同期を1.2％下回る41,416千トンとなった。

このような情勢の中で、当社グループは、セメントをはじめとする各種製品の安定供給を推進するとともに、持

続的発展を目指し、グループを挙げてコスト削減等への取り組みに注力した。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、172,112百万円と前年同期に比べ1,326百万円の減収、経常

利益は17,613百万円と前年同期に比べ374百万円の増益となった。また、四半期純利益については、8,962百万円と

前年同期に比べ1,569百万円の減益となった。

　

セグメントの業績は、次の通りである。

　

１ セメント

販売数量が前年同期を下回ったことに加え、生産コスト等が増加したことなどから、売上高は、136,778百万

円と前年同期に比べ1,081百万円（0.8％）の減収となり、営業利益は、11,283百万円と前年同期に比べ、1,396

百万円（11.0％）の減益となった。

　

２ 鉱産品

海外及び国内鉄鋼向け石灰石の販売数量が増加したことなどから、売上高は、10,051百万円と前年同期に比

べ410百万円（4.3％）の増収となった。また、営業利益は、採掘コストが改善したことなどから、1,510百万円

と前年同期に比べ467百万円(44.8％)の増益となった。

　

３ 建材

民間の地盤改良工事が増加したものの、コンクリート二次製品等の販売数量が減少したことから、売上高

は、11,498百万円と前年同期に比べ970百万円(7.8％)の減収となり、営業利益は、554百万円と前年同期に比べ

342百万円(38.2％)の減益となった。

　

４ 光電子

新伝送方式用光通信部品の販売数量が増加したことなどから、売上高は、5,482百万円と前年同期に比べ、

619百万円（12.7％）の増収となり、営業利益は、1,135百万円と前年同期に比べ281百万円（32.9％）の増益と

なった。

　

５ 新材料

売上高は、3,539百万円と前年同期に比べ50百万円（1.4％）の減収となったものの、営業利益は、コスト削

減に努めたことなどから、758百万円と前年同期に比べ272百万円(56.1％)の増益となった。

　

６ その他

電気設備工事等が減少したことなどから、売上高は、4,762百万円と前年同期に比べ、253百万円(5.1％)の減

収となったものの、営業利益は、コスト削減等により、107百万円と前年同期に比べ139百万円の増益となっ

た。
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(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更及び新たに生じた課題

はない。

　

<会社の支配に関する基本方針>

　

(１)基本方針の内容の概要

当社は、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者は、当社の企業価値ひいては株主共同の利益の確保・

向上に資する者が望ましいと考えている。

もっとも、当社は、株式を上場して市場での自由な取引に委ねているため、会社を支配する者の在り方は、最

終的には株主全体の意思に基づき決定されるべきであり、会社の支配権の移転を伴う買付提案に応じるかどうか

の判断も、最終的には株主全体の意思に基づき行われるべきものと考える。

しかしながら、当社株式の大規模な買付行為や買付提案の中には、株主に株式の売却を事実上強要するおそれ

があるもの、株主が買付けの条件等について検討したり、当社の取締役会が代替案を提案するための十分な時間

や情報を提供しないもの、買付者の提示した条件よりも有利な条件をもたらすために買付者との交渉を必要とす

るもの等、株主共同の利益を毀損するものもありえる。

このような大規模な買付行為や買付提案を行う者は、例外的に当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者

として適当でないと判断する。

　

(２)基本方針の実現に資する取組み

当社は、「私たちは、地球環境に配慮し、たゆまない技術開発と多様な事業活動を通じて、豊かな社会の維

持・発展に貢献する企業グループを目指します。」という企業理念のもと、「セメント事業」及び関連する「鉱

産品事業」・「建材事業」を通じて、社会資本整備や重厚産業に不可欠な基礎資材を提供している。また、独自

技術の開発や外部技術の導入によって、「光電子事業」・「新材料事業」等を展開し、先端技術分野向けの部材

や各種材料の供給を行っている。そして、これら５つの事業を効率的に運営することにより、経営の安定化と着

実な成長を実現し、社会への貢献と株主の期待に応えてきた。

また、これら５つの事業に加え、現在、当社が事業拡大のため、注力している事業の一つが「電池材料事業」

である。

「光電子事業」・「新材料事業」・「電池材料事業」の手がける分野は、市場ニーズの変化や、競争が激しい

ものの、今後とも市場の拡大が期待できる分野である。今後も、当社独自の技術力に加え、他社・各種研究機関

との提携、共同研究を通じて、これら市場の拡大が期待できる分野において、より早く、より低コストで、より

付加価値の高い製品を開発・供給することで、事業の拡大に努めるとともに、当社が長年培ってきた有形・無形

の経営資源を活用し、全社的な安定収益構造を確立することで、企業価値を高めていく。また、株主、地域社

会、取引先、従業員その他ステークホルダーとの信頼関係を維持するとともに、各ステークホルダーの信頼にこ

たえるべく努力していく。

また、当社は、「監査役設置会社」の形態を採用し、業務に精通した取締役と経営に対する監督機能の強化を

図るために選任された独立役員である社外取締役からなる取締役会における審議等を通じて的確な判断を行い、

業務の効率化に努めるとともに、監査役の監査機能の充実を図っている。

さらに、経営における意思決定・監督機能と執行機能の分離による各々の機能の強化や意思決定の迅速化と権

限・責任の明確化により経営の効率化を図るため、「執行役員制度」を導入している。

　

(３)基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が支配されることを防止するための

取組み

当社は、上記基本方針に基づき、平成20年６月27日開催の当社第145回定時株主総会において株主の承認を得

て、当社株式の大規模買付行為への対応策を導入した。また、平成23年６月29日開催の当社第148回定時株主総会

において株主の承認を得て、その内容を一部改定した上で、更新した(更新後の当社株式の大規模買付行為への対

応策を、以下「旧プラン」という。)。その後、平成26年５月13日に開催された当社取締役会において、旧プラン

の内容を一部改定した上で更新すること(改定後のプランを、以下「本プラン」という。)を決定し、平成26年６

月27日開催の第151回定時株主総会において、承認された。
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本プランの概要については、以下の通りである。

　

① 本プランの対象となる当社株式の買付け

本プランの対象となる当社株式の買付けとは、特定株主グループの議決権割合を20％以上とすることを目的

とする当社株券等の買付行為、又は結果として特定株主グループの議決権割合が20％以上となる当社株券等の

買付行為(以下、かかる買付行為を「大規模買付行為」といい、かかる買付行為を行う者を「大規模買付者等」

という。)とする。

② 特別委員会の設置

当社取締役会は、大規模買付ルールに則った手続の進行並びに当社の株主の利益及び当社の企業価値を守る

ために適切と考える方策を取る場合におけるその判断の合理性及び公正性を担保するため、当社取締役会から

独立した機関として特別委員会を設置する。

③ 大規模買付ルールの概要

当社が設定する大規模買付ルールの概要は、以下の通りである。

1) 大規模買付者等による意向表明書の当社への事前提出

大規模買付者等が大規模買付行為を行おうとする場合には、まず当社取締役会宛に、大規模買付ルールに従

う旨の誓約及び大規模買付者の名称等を日本語で記載した意向表明書を提出する。

2) 大規模買付者等による必要情報の提供

当社は、意向表明書受領後、大規模買付者等から当社取締役会に対して、株主の判断及び取締役会としての

意見形成のために提供を求める必要かつ十分な情報(以下「大規模買付情報」という。)のリストを当該大規模

買付者等に交付し、大規模買付者等は、本大規模買付情報のリストに従い、本大規模買付情報を当社取締役会

に提出する。

3) 取締役会による評価期間等

当社取締役会は、大規模買付行為の評価等の難易度に応じ、大規模買付者等が当社取締役会に対し大規模買

付情報の提供を完了した後、当社取締役会による評価、検討、交渉、意見形成、代替案立案のための期間を設

定する。

④ 大規模買付行為が為された場合の対応方針

1) 大規模買付者等が大規模買付ルールを遵守した場合

当社取締役会は、仮に当該大規模買付行為に反対であったとしても、原則として当該大規模買付行為に対す

る対抗措置はとらない。

但し、大規模買付者等が大規模買付ルールを遵守した場合であっても、当該大規模買付行為が、当社の企業

価値ひいては株主共同の利益を著しく損なうと当社取締役会が判断する場合には、例外的に、当社の企業価値

ひいては株主共同の利益を守ることを目的として必要かつ相当な範囲内で、新株予約権の無償割当て等、会社

法その他の法律が認める対抗措置をとることがある。

2) 大規模買付者等が大規模買付ルールを遵守しない場合

大規模買付者等が大規模買付ルールを遵守しなかった場合で、かつ当社の企業価値ひいては株主共同の利益

を確保するために必要であるときには、当社取締役会は、新株予約権の無償割当て等、会社法その他の法律が

認める対抗措置をとり、大規模買付行為に対抗することとする。

3) 対抗措置の発動の手続

対抗措置をとる場合には、その判断の合理性及び公正性を担保するために、まず当社取締役会は対抗措置の

発動に先立ち、特別委員会に対し対抗措置の発動の是非について諮問し、特別委員会は十分検討した上で対抗

措置の発動の是非について勧告を行うものとする。

当社取締役会は、対抗措置の発動の是非を判断するにあたり、特別委員会の勧告を最大限尊重する。

4) 株主意思確認総会の開催

当社取締役会は、対抗措置の発動勧告について、特別委員会が対抗措置の発動に関してあらかじめ株主の意

思を確認するべき旨の留保を付した場合であって、当社取締役会が、適切と判断する場合には、実務上可能な

限りすみやかに株主総会(以下「株主意思確認総会」という。)を開催し、対抗措置の発動に関する株主の意思

を確認することができるものとする。

株主意思確認総会を開催する場合には、当社取締役会は、株主意思確認総会の決議に従う。

⑤ 本プランの有効期間

本プランの有効期間については、平成26年６月27日開催の当社第151回定時株主総会の終結時から平成29年６

月開催予定の第154回定時株主総会の終結時までとする。
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(４)上記(２)及び(３)の取組みが基本方針に沿い、当社の企業価値ひいては株主共同の利益に合致し、当社の会社

役員の地位の維持を目的とするものではないことについて

当社取締役会は、上記(２)の取組みは、当社の企業価値を継続的かつ持続的に向上させることを目的とするも

のであるから、上記(１)に記載した基本方針に沿い、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を損なうものでは

なく、また当社の役員の地位の維持を目的とするものではないと判断している。

　また、当社取締役会は、次の理由から上記(３)の取組みが上記(１)に記載した基本方針に沿い、当社の企業価

値ひいては株主共同の利益を損なうものではなく、また当社の役員の地位の維持を目的とするものではないと判

断している。

① 買収防衛策に関する指針等の要件を充足していること

本プランは、経済産業省及び法務省が平成17年５月27日に発表した「企業価値・株主共同の利益の確保又は

向上のための買収防衛策に関する指針」の定める三原則をすべて充足している。また、経済産業省に設置され

た企業価値研究会が平成20年６月30日に発表した「近時の諸環境の変化を踏まえた買収防衛策の在り方」その

他の買収防衛策に関する実務、議論を踏まえた内容となっており、合理性を有するものと考えている。更に、

本プランは、株式会社東京証券取引所の定める買収防衛策の導入に係る諸規則等の趣旨に合致するものであ

る。

② 株主意思を重視するものであること

本プランは、平成26年６月27日開催の当社第151回定時株主総会での承認により発効しており、株主の意思が

反映されている。

また、当社取締役会は、一定の場合に、本プランに定める対抗措置の発動の是非について、株主意思確認総

会において株主の意思を確認することとしている。

更に、本プラン更新後、有効期間満了前であっても、株主総会において本プランを廃止する旨の決議が行わ

れた場合には、本プランはその時点で廃止されることになり、株主の意思が反映される。

③ 当社取締役の任期が１年とされていること

当社は、取締役の任期を１年としており、経営陣の株主に対する責任をより明確なものとしている。また、

本プランは、株主総会で選任された取締役で構成される取締役会により本プランを廃止する旨の決議が行われ

た場合には、本プランはその時点で廃止されるものとしていることから、取締役選任議案に関する議決権の行

使を通じて、本プランに対する株主の意思を反映させることも可能となっている。

④ 特別委員会の判断の重視と情報開示

本プランにおける対抗措置の発動等の運用に際しての実質的な判断は、独立性の高い社外取締役及び社外有

識者で構成される特別委員会により行われることとされている。

また、その判断の概要については株主に情報開示をすることとされており、当社の企業価値ひいては株主共

同の利益に適うように本プランの透明な運営が行われる仕組みが確保されている。

⑤ 合理的な客観的要件の設定

本プランにおける対抗措置は、合理的な客観的要件が充足されなければ発動されないように設定されてお

り、当社取締役会による恣意的な発動を防止するための仕組みを確保しているものといえる。

⑥ デッドハンド型買収防衛策ではないこと

本プランは、当社の株券等の大規模買付者等が指名し、株主総会で選任された取締役により、廃止すること

ができるものとして設計されており、デッドハンド型買収防衛策(取締役会の構成員の過半数を交替させてもな

お、発動を阻止できない買収防衛策)ではない。

　

(3) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、2,310百万円である。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はない。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 1,470,130,000

計 1,470,130,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成26年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成27年２月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 417,432,175 417,432,175
東京証券取引所
市場第１部

単元株式数は1,000株である。

計 417,432,175 417,432,175 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項なし。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項なし。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項なし。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

平成26年10月１日～
平成26年12月31日

― 417,432,175 ― 41,654 ― 10,413
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はない。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成26年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしている。

① 【発行済株式】

   平成26年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式　1,338,000
― 単元株式数は1,000株である。

完全議決権株式(その他) 普通株式　411,846,000 411,846 単元株式数は1,000株である。

単元未満株式 普通株式　4,248,175 ― １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 417,432,175 ― ―

総株主の議決権 ― 411,846 ―
 

 

② 【自己株式等】

 

  平成26年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

住友大阪セメント株式会社
東京都千代田区
六番町６－28

1,338,000 ― 1,338,000 0.32

計 ― 1,338,000 ― 1,338,000 0.32
 

　

２ 【役員の状況】

該当事項なし。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成している。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成26年10月１日から平成

26年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けている。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 32,081 19,395

  受取手形及び売掛金 47,038 ※2  49,583

  商品及び製品 6,215 6,326

  仕掛品 1,477 4,214

  原材料及び貯蔵品 10,014 10,284

  繰延税金資産 1,801 1,233

  短期貸付金 437 378

  その他 2,574 2,782

  貸倒引当金 △216 △202

  流動資産合計 101,425 93,995

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 159,708 160,765

    減価償却累計額 △107,775 △109,916

    建物及び構築物（純額） 51,933 50,849

   機械装置及び運搬具 392,550 396,261

    減価償却累計額 △342,735 △347,394

    機械装置及び運搬具（純額） 49,815 48,866

   土地 38,845 38,801

   建設仮勘定 3,671 3,134

   その他 33,425 33,968

    減価償却累計額 △17,885 △18,176

    その他（純額） 15,540 15,792

   有形固定資産合計 159,806 157,444

  無形固定資産   

   のれん 206 82

   その他 2,849 2,214

   無形固定資産合計 3,056 2,297

  投資その他の資産   

   投資有価証券 51,933 62,273

   長期貸付金 2,618 3,025

   繰延税金資産 787 868

   退職給付に係る資産 230 252

   その他 6,209 5,983

   貸倒引当金 △739 △668

   投資その他の資産合計 61,039 71,735

  固定資産合計 223,902 231,477

 資産合計 325,328 325,473
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 27,790 ※2  28,806

  短期借入金 32,764 33,697

  1年内返済予定の長期借入金 15,939 8,790

  1年内償還予定の社債 5,000 －

  未払法人税等 5,805 2,304

  賞与引当金 2,192 1,030

  その他 9,870 12,035

  流動負債合計 99,362 86,665

 固定負債   

  社債 10,000 10,000

  長期借入金 34,443 30,455

  繰延税金負債 13,760 17,081

  役員退職慰労引当金 212 202

  厚生年金基金解散損失引当金 － 405

  退職給付に係る負債 2,277 2,953

  資産除去債務 707 715

  その他 9,742 9,736

  固定負債合計 71,144 71,549

 負債合計 170,507 158,215

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 41,654 41,654

  資本剰余金 29,282 29,282

  利益剰余金 60,829 67,076

  自己株式 △236 △258

  株主資本合計 131,529 137,754

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 22,117 28,572

  為替換算調整勘定 409 △15

  退職給付に係る調整累計額 △710 △556

  その他の包括利益累計額合計 21,816 28,000

 少数株主持分 1,475 1,502

 純資産合計 154,821 167,257

負債純資産合計 325,328 325,473
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

売上高 173,439 172,112

売上原価 131,059 130,462

売上総利益 42,379 41,650

販売費及び一般管理費 26,504 26,304

営業利益 15,874 15,345

営業外収益   

 受取利息 92 56

 受取配当金 1,527 1,883

 為替差益 735 1,079

 持分法による投資利益 165 182

 その他 508 480

 営業外収益合計 3,030 3,681

営業外費用   

 支払利息 1,015 869

 その他 650 544

 営業外費用合計 1,665 1,413

経常利益 17,239 17,613

特別利益   

 固定資産売却益 43 366

 投資有価証券売却益 18 －

 受取和解金 － 300

 特別利益合計 61 666

特別損失   

 固定資産除却損 433 765

 固定資産売却損 0 1

 投資有価証券評価損 1 －

 減損損失 111 2,202

 厚生年金基金解散損失引当金繰入額 － 405

 特別損失合計 546 3,373

税金等調整前四半期純利益 16,754 14,906

法人税、住民税及び事業税 5,299 5,453

法人税等調整額 814 461

法人税等合計 6,114 5,914

少数株主損益調整前四半期純利益 10,639 8,992

少数株主利益 108 30

四半期純利益 10,531 8,962
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 10,639 8,992

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 5,255 6,454

 為替換算調整勘定 △107 △424

 退職給付に係る調整額 － 154

 持分法適用会社に対する持分相当額 1 0

 その他の包括利益合計 5,150 6,184

四半期包括利益 15,790 15,177

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 15,682 15,146

 少数株主に係る四半期包括利益 108 30
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【注記事項】

(会計方針の変更等）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

(会計方針の変更)

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付

見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の基礎となる期間の決定

方法についても、従業員の平均残存期間に近似した年数に基づく決定方法から、退職給付支払ごとの支払見込期

間を反映する決定方法へ変更した。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減している。

この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が986百万円増加し、利益剰余金が634百万

円減少している。なお、損益に与える影響額は軽微である。
 

(四半期連結貸借対照表関係)

１ 偶発債務

銀行借入金等に対する保証債務は次の通りである。

① 銀行借入金について行っている保証債務に対する再保証

 

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

嘉華建材有限公司  526百万円 嘉華建材有限公司  734百万円

  その他(１社) 2

計  526 計  737
 

 

② 生コンクリート協同組合からの商品仕入債務に対する保証債務

 

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

塚本建材㈱  39百万円 塚本建材㈱  57百万円

㈱ブラスト  37 ㈱ブラスト  52

その他(２社)  32 その他(２社) 33

計 108 計  143
 

 

※２ 四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であっ

たが、満期日に決済が行われたものとして処理している。当四半期連結会計期間末日満期手形の金額は、次の通

りである。

 

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

受取手形 ― 百万円  3,679百万円

支払手形  ― 1,172
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していない。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産にかかる償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次

の通りである。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

減価償却費 12,159百万円 12,489百万円

のれんの償却額 104 123
 

 

(株主資本等関係)

　 前第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額
(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日

定時株主総会
普通株式 2,081 5.0 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金

平成25年11月６日

取締役会
普通株式 1,040 2.5 平成25年９月30日 平成25年12月３日 利益剰余金

 

 

　 当第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額
(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日

定時株主総会
普通株式 1,040 2.5 平成26年３月31日 平成26年６月30日 利益剰余金

平成26年11月６日

取締役会
普通株式 1,040 2.5 平成26年９月30日 平成26年12月３日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自平成25年４月１日 至平成25年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 

 報告セグメント 注1 注2

 セメント

(百万円)

鉱産品

(百万円)

建材

(百万円)

光電子

(百万円)

新材料

(百万円)

その他

(百万円)

計

(百万円)

調整額

(百万円)

四半期連結
損益計算書
計上額
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に対する
 売上高

137,860 9,641 12,468 4,863 3,589 5,015 173,439 ― 173,439

(2)セグメント間の
 内部売上高又は
 振替高

2,381 3,304 1,348 46 1 3,496 10,578 △10,578 ―

計 140,241 12,945 13,816 4,910 3,591 8,512 184,017 △10,578 173,439

セグメント利益又は損
失(△)

12,680 1,042 896 854 486 △32 15,927 △52 15,874
 

(注) １．セグメント利益の調整額△52百万円は、セグメント間取引消去である。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自平成26年４月１日 至平成26年12月31日)

１. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 

 報告セグメント 注1 注2

 セメント

(百万円)

鉱産品

(百万円)

建材

(百万円)

光電子

(百万円)

新材料

(百万円)

その他

(百万円)

計

(百万円)

調整額

(百万円)

四半期連結
損益計算書
計上額
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に対する
 売上高

136,778 10,051 11,498 5,482 3,539 4,762 172,112 ― 172,112

(2)セグメント間の
 内部売上高又は
 振替高

2,479 3,216 1,539 52 ― 3,398 10,685 △10,685 ―

計  139,257 13,267 13,037 5,535 3,539 8,160 182,798 △10,685 172,112

セグメント利益 11,283 1,510 554  1,135  758 107 15,349 △3  15,345
 

(注) １．セグメント利益の調整額△３百万円は、セグメント間取引消去である。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。

 
２. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　(固定資産に係る重要な減損損失）

　「その他」セグメントにおける電池材料事業の固定資産について、当該資産グループから得られる回収可能額

が帳簿価額を下回ることから、減損損失を計上した。なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期

間においては2,202百万円である。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下の通りである。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 25円30銭  21円54銭

 (算定上の基礎)   

四半期純利益金額(百万円) 10,531 8,962

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 10,531 8,962

普通株式の期中平均株式数(千株) 416,222 416,105
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していない。

 

(重要な後発事象)

該当事項なし。

 

２ 【その他】

第152期（平成26年４月１日から平成27年３月31日まで）中間配当について、平成26年11月６日開催の取締役会にお

いて、平成26年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次の通り中間配当を行うことを決議した。　

①　配当金の総額                              　　　 1,040百万円

②　１株当たりの金額      　                     　　　２円50銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日  　　　平成26年12月３日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項なし。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

　

平成２７年２月９日

住友大阪セメント株式会社

取締役会  御中

 

新日本有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   金   子   秀   嗣   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   宮   沢         琢   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   吉   川   高   史   印

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている住友大阪セメン

ト株式会社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成26年10月１日

から平成26年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年12月31日まで)に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について

四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、住友大阪セメント株式会社及び連結子会社の平成26年12月31日現

在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管している。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていない。
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